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問　

県
は
（
仮
称
）
綾
瀬
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
制
度
で
の
設
置

に
向
け
検
討
す
る
と
発
表
し
た
。

こ
の
手
法
変
更
を
ど
う
と
ら
え
る

か
。
ま
た
、
高
速
道
路
無
料
化
の

一
環
と
思
わ
れ
る
制
度
で
の
設
置

が
、
無
料
対
象
地
区
外
の
本
市
で

可
能
と
考
え
て
い
る
か
。
寺
尾
上

土
棚
線
北
伸
を
渋
滞
緩
和
の
た
め

の
事
業
と
し
て
い
る
が
、
既
存
道

路
の
拡
幅
で
も
可
能
と
思
う
。
そ

う
し
た
考
え
も
含
め
、
ま
ち
づ
く

り
を
検
討
し
な
い
か
。ま
た
、北
伸

に
関
す
る
検
討
会
の
設
置
時
期
な

ど
は
。
道
路
政
策
で
は
、
市
民
が

ど
の
道
路
を
優
先
す
べ
き
か
分
か

る
よ
う
に
、
事
業
優
先
度
評
価
の

制
度
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

佐
竹　

百
里

道
路
整
備
の
優
先
度
を
示
す
事

業
優
先
度
評
価
制
度
の
創
設
を

　

答　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
へ
の
手
法
変
更
は
、
完
成
年

度
が
明
確
化
さ
れ
る
な
ど
、
市
に

と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
５
㌔
ご
と
に
結
節
点
を
設

け
る
点
で
国
の
道
路
行
政
の
方
向

性
に
一
致
す
る
と
考
え
て
い
る
。

北
部
地
域
の
交
通
処
理
は
、
交
差

点
改
良
な
ど
の
交
通
安
全
対
策
も

併
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。北
伸
の
検
討
会
は
、

来
年
度
に
設
置
を
考
え
て
お
り
、

今
回
の
説
明
会
参
加
者
で
積
極
的

に
検
討
会
へ
の
参
加
を
希
望
し
て

い
た
方
も
参
画
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。
事
業
評
価
は
道
路
整
備
に

限
ら
ず
、
市
民
に
公
平
か
つ
公
正

な
優
先
事
業
の
説
明
責
任
を
果
た

せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
綾
瀬
市
の
支
援
教
育

推
進
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男

　

問　

１
月　

日
、
大
上
の
民
家

２８

に
米
軍
機
Ｆ
／
Ａ
‐　

Ｅ
ス
ー
パ

１８

ー
ホ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
金
属
パ
イ
プ

の
部
品
が
落
下
し
、
雨
ど
い
を
突

き
破
り
ガ
ラ
ス
戸
を
割
る
事
故
が

起
き
た
。
落
下
地
点
か
ら　

㌢
離

７０

れ
た
場
所
で
は
、
大
工
が
作
業
を

し
て
お
り
、
少
し
ず
れ
て
い
れ
ば

部
品
が
当
た
り
即
死
だ
っ
た
。
こ

の
事
故
に
対
し
市
は
ど
う
対
応
し

た
か
。
大
工
は
、
ス
ト
レ
ス
か
ら

神
経
科
の
治
療
を
受
け
て
い
る
が
、

米軍機部品落下事

故に対し市はどの

ように対応したか

被
害
を
受
け
た
住
宅
を
含
め
補
償

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

住
宅
所
有
者
と
大
工
が
大
和
警
察

署
に
被
害
届
を
提
出
し
よ
う
と
し

た
が
、
日
米
安
全
保
障
条
約
を
理

由
に
受
け
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

答　

事
故
当
日
、
職
員
が
現
場

に
出
向
い
て
被
害
状
況
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
警
察
や
厚
木
基
地

憲
兵
隊
の
現
場
検
証
に
も
立
ち
会

っ
た
。
翌
日
、
議
長
と
連
名
で
厚

木
航
空
施
設
司
令
官
に
対
し
、
事

故
は
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
り
、
早

急
な
原
因
の
究
明
と
、
そ
れ
ま
で

の
間
は
同
じ
部
品
を
使
用
し
て
い

る
航
空
機
の
飛
行
を
一
切
停
止
し
、

再
発
防
止
と
安
全
対
策
の
徹
底
な

ど
を
求
め
る
要
請
を
行
っ
た
。
補

償
に
関
し
て
は
、
南
関
東
防
衛
局

に
き
ち
ん
と
し
た
対
応
を
要
望
し
、

善
処
す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
被
害
届
の
取
り
扱
い
の
件

は
、大
和
警
察
署
に
確
認
し
た
が
、

特
に
返
事
は
な
か
っ
た
。

（
ほ
か
に
「
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
」
「
南
部
ふ
れ
あ
い
会
館
音
楽

室
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

病
気
や
事
故
な
ど
で
消
化

管
や
尿
管
を
失
い
、
腹
部
に
ス
ト

ー
マ
と
呼
ば
れ
る
人
工
肛
門
や
人

工
ぼ
う
こ
う
を
造
設
し
て
い
る
オ

ス
ト
メ
イ
ト
に
と
っ
て
、
ス
ト
ー

マ
用
装
具
は
必
要
不
可
欠
か
つ
代

用
が
効
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
災
害
な
ど
の
非
常
時
に

備
え
、
親
戚
や
友
人
に
ス
ト
ー
マ

用
装
具
の
保
管
を
お
願
い
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
公

共
施
設
へ
の
ス
ト
ー
マ
用
装
具
の

保
管
を
検
討
し
な
い
か
。
ま
た
、

外
出
時
の
一
番
の
心
配
は
、
使
え

る
ト
イ
レ
が
少
な
い
こ
と
だ
が
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
現

状
は
。
今
後
は
、
使
う
方
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
整
備
を
望
む
。

二
見　

昇

ス
ト
ー
マ
用
装
具
の
保
管
場
所

確
保
と
対
応
ト
イ
レ
の
整
備
を

　

答　

本
市
で
は
、
人
工
肛
門
や

人
工
ぼ
う
こ
う
な
ど
で
生
活
し
て

い
る　

人
の
方
に
ス
ト
ー
マ
用
装

８４

具
を
給
付
し
、
生
活
の
利
便
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
災
害
時
に
住
居

が
被
災
し
、
自
己
所
有
の
装
具
の

持
ち
出
し
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

へ
の
不
安
は
理
解
で
き
る
こ
と
か

ら
、
保
管
場
所
を
確
保
す
る
と
と

も
に
保
管
方
法
の
検
討
を
進
め
る
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
は
、

市
内
公
共
施
設
の
う
ち
、
市
庁
舎

な
ど
５
つ
の
施
設
に
設
置
し
て
お

り
、
今
年
度
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
整
備
し
た
。
今
後
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
施
設
改
修
な
ど
に
併
せ

順
次
対
応
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に「
基
地
対
策
に
つ
い
て
」

「
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
」
を

質
問
）

改
綾
ク
ラ
ブ　

山
田　

晴
義

　

問　

本
市
の
総
合
計
画
で
あ
る

「
新
時
代
あ
や
せ
プ
ラ
ン　

」は
、

２１

　

年
度
か
ら　

年
間
の
後
期
計
画

２３

１０

高齢化など社会環

境に対応した魅力

ある公園づくりを

が
策
定
さ
れ
る
。
計
画
は
長
期
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
や
超

高
齢
化
の
到
来
で
人
口
が
減
少
す

る
社
会
環
境
の
中
、
的
確
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
。そ
の
ひ
と
つ
に
、

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る

公
園
づ
く
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。
綾

南
公
園
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
親
し
む
高
齢
者
の
活
動
が
活

発
だ
が
、
憩
い
の
場
と
し
て
公
園

を
利
用
す
る
方
と
の
間
で
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
、
団

塊
世
代
が
退
職
す
る
と
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
は
さ
ら
に
盛
ん
に
な
る
と

思
わ
れ
、
公
園
と
は
別
に
民
有
地

の
借
用
な
ど
で
、
運
動
で
き
る
広

場
を
確
保
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

公
園
は
市
内
に
１
１
７
カ

所
あ
り
、
健
康
志
向
や
余
暇
時
間

の
増
大
な
ど
の
観
点
か
ら
、
市
民

の
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
、

魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
。
現
在
、
既
存
公
園
内
の
広

場
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

を
通
し
て
高
齢
者
の
健
康
増
進
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
提
供

可
能
な
広
場
に
も
限
度
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
新
規
公
園
の
設
置
や

既
存
公
園
の
大
規
模
な
改
修
の
際

に
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

な
が
ら
広
場
の
設
置
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
民
有
地
の
借
用
は
、

自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団

体
が
、
土
地
所
有
者
と
直
接
貸
借

す
る
こ
と
で
利
用
で
き
る
「
市
民

の
広
場
」
と
い
う
制
度
が
あ
る
の

で
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（写真上）深谷大上ふれあいの家が完成しました
（写真下）地域の福祉活動の推進に役立つよう、大上地区社会福
祉協議会が管理・運営をしていきます

議
案
は
、こ
の
よ
う
に 

審
議
さ
れ
ま
す 

市長や議員 
が提出 

本
会
議
で
議
案 

の
提
案
説
明 

委
員
会
審
査 

議
案
に
対
す
る
質
疑 

本
会
議
で
委
員
会
の 

審
査
結
果
を
報
告 

報
告
に
対
す
る
質
疑 

討
　  

論（
賛
成

反
対
） 

採
　  

決（
可
決

否
決
） 

所
管
委
員
会
に
付
託 

（
審
査
を
任
せ
る
こ
と
） 

 

市長に結果を送付 

意見書は国・県など 
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委員会で審査をしないもの 




